11．8議事録
またインドネシアか!!!!!!　
文責：みお
【宿題】
・ちーちゃん、みお　＜SST＞
・ぽん、みなみ、ぽん＜再犯率高いと言っている先行研究＞
◆ちーちゃん
・SSTはもともとアメリカでは精神障害も持つ人の再発を防止するため開発された。
・グループSSTの例
・集団で行われる具体的な練習課題としては、
　職業場面、交友関係場面、家庭関係場面…
　※これはの場面設定はどうされているか？少年たちの要求に合わせている？
・SSTはたまたま少年院における社会適応訓練のなかに導入されることになったようだ。
・法務教官は心理学的な知識持っているのは前提
・問題点：
　①法務教官は心理学的専門知識を備えているか？
　②SSTの効果を示すデータ不明。
◆みお
・SSTを導入した経緯：
1993年「『少年院の運営について』の一部改正について」
1994年　矯正初、『ロールプレイングの指導手引き』；
　　　　東京矯正管区におけるSST研修の実施
1996年　『SSTの指導手引き』
2006年『矯正教育テキストSST』
⇒長期の子のみを対象？長期
処遇の子供全員？
・SSTを導入した大前提：
平成5年以前の重点は「厳罰化」だったが、その以降は「社会復帰」に移行しているのでは？
◆みなみん
・保護施設と少年院の違い？
　　　　　　
　　　　　　　矯正教育の効果は継続性あるか…？もしかして見なきゃいけない
　　　　　　　　　　
矯正教育　　　　　　　　　　　　　　　　　再犯

　　　　　　・就労支援
　　　　　　・社会性育成　　　　　　　　　　　　　社会復帰
　　　　　　・
一限形式w
【思いつき】
・社会性の育成という視点を導入したけど、十分に機能していないのか？
再犯率と社会性の正の関係を考えなきゃ。
・一体なぜSSTをしたのか？
・アメリカの少年院では導入されている？効果ある？
　どういう場面において効果ある・ないのか？
・法務省HP⇒少年矯正統計統計表⇒少年院⇒2012年（政府統計の窓口）⇒データ
　Ex.12－00－17⇒少年院送致一欄 新収容者3000人+
Ex.12－00－12⇒2回以上少年院に入った子15％
　　　　　　　※実際に再犯する子は少年院にいくまではなくてもいるはず。実際に15％+
つまり、
　　　　　　
　　　　　再犯
　　　　　　　　　　　少年院　15％
少年院　　　　　　　
　　　　　　　　　　　保護施設　？％
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　自立施設　　？％
保護処分：家裁に送致された少年を更生させるために行われる少年法上の処分。
3種類ある。刑事処分もありうる。
【論の流れ】＜理想＞
非行少年

日本の矯正教育を見る必要ある？それってなんだろう？

ほとんどの先行研究では、日本の矯正教育はうまくいっているんだ！日本の矯正教育いいじゃん！
しかし
本当にそうなのか？？

矯正教育の目標＝社会復帰
再犯率が高い
＝社会復帰がうまくいっていないじゃん
要エビ・データ：
①院→院のデータありが、
　院→保護/自立施設のデータはまだ不明
②海外の再犯率は低い；
　アメリカ？：ちょっとした犯罪でもすぐに収容する
　　　が、再犯率低い！すげ～！
　日本：重度の非行少年のみ収容
　　　が、再犯率高い！！だめじゃん～！
　　　　↓
ppつまり、再犯率高い・社会復帰うまくいっていないよね！

　　　　
rqその要因は？？
先行研究の批判的検討（以下希望w）
①就労・就学支援ができていない
②帰住先の確保ができていない
③出院時の成績評価がきちんとされていない（仕方わからない）
　→基準がない；教官の話し合いで決める
④外部（家庭裁判所）との連携うまくいっていない→適切な処遇されていない
⑤経験則がだめだ
※①②③出院後
　④出院前
　⑤入院中
理想：①②③言っている先行研究いた。
全部出院後において問題点があると指摘；
私たちは入院中の矯正教育の社会性育成がもっとも重要だと～！！
　　　　↓

①②③（④⑤）全部妥当性欠けている！

仮説
社会復帰がうまくいってない（再犯率高い）一番の要因は、矯正教育のなかの○○が機能していないこと！！！
※○○はなんだろう…？機能って何？
推測すると…、
1 社会性の育成（→SST）
②　？？

検証
・日本と海外（アメリカ？）社会復帰うまくいっているところとの比較
　等
【現段階で必要なデータ】
・海外と比べ、再犯率が高いと言える根拠てきな…？（今週は保留で）
・先行研究検討で用いられるもの
・先行研究批判のためのデータ分析
【宿題】
3ページにある先行研究検討のとこ。
まず、先行研究では、①②③言われているかどうかを確認してみてください。
月曜の夜（目安）までに中間報告w
①ぽん、あるてぃ、ゆづ
②みお、みなみん
③りーこ、ちー
